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概  要 

 

細胞等の粒子をサイズで分離することのできるマイクロ流体チップを開発

した。血液中の標的細胞（赤血球及び白血球よりサイズが大きい）を分離して

回収する実験を行ったところ、98%以上の高回収率で標的細胞を回収するこ

とができた。また、白血球（赤血球よりサイズが大きいため分離が難しい）と

の分離精度は他のチームと比べて大幅に優れていた。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

サイズで分離できるため、従来の抗体による捕捉法のように抗体を利用しな

くても細胞の分離が可能。樹脂製チップであるため従来のシリコン製チップよ

り大幅に低コスト。特許出願済の粘度を調整した分離法により、従来のサイズ

分離チップより分離精度が高い。 

本技術の 

有用性 

様々な細胞の分離に利用可能。特に循環がん細胞はがん患者の病巣から血管

中へと漏れ出して血液中を循環し、転移の原因ともいわれる細胞で、この細胞

を分離できれば、がんの診断や治療に役立つ可能性がある。また、細胞だけで

なく、医薬品・化粧品分野での有効成分粒子の分級、他分野での機能性粒子の

分級などにも応用可能である。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 
細胞分離デバイス（循環がん細胞、幹細胞、有核赤血球等の細胞の分離）、

有効成分粒子・機能性粒子分離デバイス 
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チップ入口付近 

チップ出口付近 

細胞は黄色い線の様に下側へと移動し血液から分離される。 

チップ 
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